
小 ・中 ・都立 学校

平 成8年 度

教 育研究員研究報告 書

東 京 都 教 育 委 員 会



平成8年 度

教育研究員名簿(書 写)

書 写 地 区 学 校 名 氏 名

港 神 応 小 阿 部 修 子

目 黒 東 山 小 西 島 能婦子

渋 谷 山 谷 小 吉 澤 実知子

北 荒 川 小 岸 深 雪

0 江 戸 川 小 松 川 第 二 小 伊 藤 安紀子

府 中 府 中 第 十 小 熊 谷 多津子

0 文 京 文 林 中 黒 田 久美子

世 田 谷 駒 沢 中 市 川 知 明

葛 飾 小 松 中 横 山 ゆりか

立 川 立 川 第 五 中 中 川 尚 美

◎=世 話人 ○一副世話人

担当 教育庁指導部初等教育指導課指導主事 笠 原 慎太郎

教育庁指導部中学校教育指導課指導主事 河 野 庸 介

目 次

1研 究主題設定の理由 i

皿 研究の構想
-

り
白

り
0

研究の基本的な考え方

研究の方法 と手順

研究の全体構想図

2

2

00

皿 研究の内容 1小 学 校

基礎的 ・基本的事項

2中 学 校

4

民
U

ワ
ー

IV実 践 事 例 〈小学校第2学 年 〉

〈小学校第3学 年 〉

〈小学校第6学 年 〉

〈中学校 第1学 年 その1>

<中 学校第1学 年その2>

9

12

15

18

20

V研 究のまとめと今後の課題 24



研 究 主 題

「自ら考え基礎 ・基本 を身に付け活用できる書写指導の工夫」

1研 究主題設定の理由

これか らの教育課題 として求め られて いることは,児 童 ・生徒 に,い かな る社会の変化 に

おいて も自分で課題 を見っ け,自 ら学 び,主 体的 に判断 ・行動 し,よ りよ く問題を解決す る

資質や能 力と しての 「生 きる力」 を育ててい くことである。国語科書写では,変 化する言語

環境や情報化社会 の中で,言 語活動の基本 となる表現伝達手段 と しての文字指導をその役割

と して担 ってい る。

近年,ワ ープ ロやパ ソコンの普及に伴 い,自 らの手で鉛筆を使 って正 しく整 った文字を書

くことへの関心が薄 くな って きてい る。児童 ・生徒の学習ノー トや レポー ト,手 紙 など日常

生活の書写活動 において書かれた文字 は,点 画が不正確であ り字形が粗雑で,デ ザイン化 さ

れた読みづ らい文字が 目立っ。 しか し,児 童 ・生徒の意識調査か ら,文 字を書写す ることが

好 きであ り,正 しく整 った文字 を書 けるよ うに したい という意識が読み取 れる。学習の原動

力 は,児 童 ・生徒が意欲を もって課題に取 り組む ときに発揮され る ものである。与え られた

課題 を消化 させ るだけの授業では,児 童 ・生徒の意欲 は育たない。 どうすれ ば もっと整 った

字が書 けるよ うになるのか,自 分が克服 してい く課題 は何かを限 られた授業時間で児童 ・生

徒 自身に気付かせ,自 ら考えて取 り組 ませ るための指導の工夫を考え る必要があ る。

児童 ・生徒が身に付けておかなければな らない基礎 ・基本であ る,文 字の点画 ・字形 ・配

列 などは,学 年が進んで文字を書 き慣れて くるに したが ってなおざ りにな って くる実態が報

告 され てい る。正 しく整 った文字を書 くための基礎 ・基本 の指導事 項 は学年の発達段階 に

よって異 なる。 それを明 らかに し,定 着 させ るための指導の手 だてを工夫 す る必要がある。

児 童 ・生徒 が文字 を書 くことに上達の喜 びや 自信 を持てば,学 習 ノー トばか りではな く,

日常の書写活動へ生か され る場面 は多い。 また,毛 筆 による書写 に関 しては,硬 筆による書

写 の基礎を養 うこととな っている。例え ば中学校における行書入門期の点画の基礎 ・基本が

定着すれば,硬 筆 による書写の効率 よい速書へ と生か されてい くと考え られ る。

以上の ことか ら本 年度 は,

● 文字 を正 しく整えて書 くための自分の課題 に気がっ き
,意 欲的に取 り組む ことがで きる

児 童 ・生徒。

● 基礎 ・基本 を身 に付 け,日 常の書写活動 に生かす ことがで きる児童 ・生徒。

を目指 し,研 究主題を 「自ら考え基礎 ・基本を身に付 け活動 できる書写指導の工夫」と設

定 した。
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H研 究 の 構 想

1研 究 の基本的な考 え方

これか らの書写指導 においては,児 童 ・生徒が文字への関心や意欲を高め,文 字を正 し

く整えて書 く能力を伸ば し,学 習 したことを 日常の生活 に生か していこうとす る態度 を育

て ることが大切で ある。そのためには一人一人が 自ら考え,自 分 の課題に取 り組む学習活

動 を重視す る必要が ある。本研究で は,文 字を正 しく整えて書 くため に,自 ら考え させ る

ための学習過程 と,基 礎 ・基本 を身 に付 けさせ る指導 の手だてを工夫 した授業を創造す る

必要があ ると考えた。そ こで,次 の方法 に焦点を しぼ り,研 究を進め ることに した。

(1)自 ら考えるための指導 の工夫

一人一人が 自 ら考え るためには
,ま ず課題意識を明確に もっ ことが重要であ る。 自分

の試 し書 きと教科書の文字 とを照 らし合わせ ることで,児 童 ・生徒が気づ き,自 ら考え

る力を養 い,自 分の課題を もつ ことがで きると考え た。課題 に気づかせ る具体 的な方法

と して,分 解文 字,TPシ ー トな どの具体物 の操作,書 き込みや発表などの活動の場を

設定,基 準の提 示,教 材の選定な どを行 うことが重要である。

(2)基 礎 ・基本を身に付 け活用で きるための指導の工夫

児 童 ・生徒が基礎 ・基本を身に付 けるためには,自 分 の課題をは っき りさせ なければ

な らない。その課題 を解決 させ るための手だて と して,多 様な練 習用紙の作成,手 を添

えての筆使い指導,基 準の提示,機 器の利用 などが有効 と考え る。 また,課 題達成の喜

びを味わわせるために,一 時間の学習の中で,い ろいろな評価の工夫を行 うことが必要

である。

2研 究 の方法 と手順

(1)研 究 の組織 と方法

本年度の研究員 は小学校6名,中 学校4名 の計10名 で ある。そ こで,小 学校分科会 と

中学校分科会の2分 科会 を組織 し,2分 科会 ともに硬筆指導 と毛筆指導 との関連を重視

しなが ら,さ らに,小 ・中学校の書写指導の関連 や系統を踏 まえ,相 互 の連携を深める

よ う配慮 した。

(2)研 究の経過

1学 期は研究員相互の平素の書写指導の実態,様 子 について報告 し合い,授 業研 究を

行 いなが ら,本 年度 の課題 をと らえ,検 討を重ね た。 また並行 して本年度の研究主題や

内容 について話 し合 い,共 通理解を深 めるによ うに した。御岳の研究集会で は,1学 期

の授業を分析 し,整 理す る中で,研 究主題や内容 にっ いて さらに深め,具 体的な指導の

手だてを考えた。 また,2学 期に予定 されている授業の学習指導案にっ いて検討 し,主

題に迫 るための本年度の重点 について話 し合 った。その結果,2学 期 よ り効果 的な指導

法を考え,研 究授業を通 して検証す ることとな った。

6月7日 中1年 楷書(字 形)9月26日 中1年 行書(点 画の連続)

6月20日 小3年 おれ10月29日 ・小3年 点画の方向

7月2日 小2年 字の形11月8日 小6年 文字の大 きさ
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3研 究の全体構想図

今 日の社会の実態

・メデ ィアの多様化

(映像文化の発展)

・日本語 ワープロの普及

・文字情報の増大 による

伝達性の重視

教育課題 ・社会の要請

・生 きる力の育成

・豊かな心の育成

・基礎 ・基本の重視

・個性を生かす教育

・自己教育力の育成

・文化 と伝統の尊重

。国際理解教育の推進

児童 ・生徒の実態

小 ・低 新 しい文字 と出会 う喜びがあ り,文

字をか くことに意欲的であ る。

姿勢 ・用具の扱い ・筆順な ど基礎 ・

基本がなかなか身に付 いていかない。

小 ・高 文字を書 くことに慣れ,書 く速 さも

増 して くる。

正 しく整 った字を書 きたい とは思 っ

ているが,技 能が伴わない児童が多い。

中学 校 文字 をよ り上手に書 きたい と願 って

い るが,日 常で文字 を書 くことに対 す

る注意力 は散漫 にな ってい る。

書写活動 に対 する意欲や能 力の個 人

差が甚 だ しい。

学習 した ことが 日常に生 かされて い

ないことが多 い。

国語科の 目標

(小)国 語を正確に理解 し適切 に

表現す る能力を育て るとと もに,

思考力や想像力およ び言語感覚を

養 い,国 語 に対す る関心を深 め国

語を尊重す る態度を育て る。

(中)国 語を正確に理解 し適切 に

表現す る能力を高め るとともに,

思考力や想像力を養い言語感覚を

豊かに し,国 語に対す る認識を深

め国語を尊重す る態度を育て る。

国語科書写のね らい

文字の基礎 ・基本を理解 し正 し

く整えて書 く能力を養 う。文字に

対す る関心を深め,文 字を尊重す

る態度を育て る。

目指す児童 ・生徒の姿

o文 字 を正 しく整えて書 くための自分の課題 に気づ き,自 ら考 え,意 欲 的 ・主体 的に課題 に取 り組 む こと

が できる児童 ・生徒。

o基 礎 ・基本 を身 にっ け,学 習 したことを日常の書写活動 に生かす ことがで きる児童 ・生 徒。

研 究 主 題

自ら考え基礎 ・基本を身に付け活用できる書写指導の工夫

仮 説

。学習過程の中z,児 童 ・生徒 自身が 自分の課題 に気づ き,解 決の具体的 な方法が分か るよ うに支援すれば,自 ら考え

て基礎 ・基本を身 に付 け ることがで きるであろ う。

。自分の課題を解決で きた達成感 ・成就感が もてれば,学 習 した内容を 日常 に生か して い く意欲 にっ なが るで あろ う。

・教材 との出会いを大切に し,興 味 ・関心を高め る導入の工夫

・わか りやす く基準 を提示 する工夫(実 物 投影機 ,OHP,分 解文字,拡 大文字,示 範 など)

・具体 物を操 作す ることを通 して課題に気づかせる工 夫(分 解文字
,TPシ ー ト,切 抜 き文字 など)

・自分 の文字 と教科書の文字 を比 べる ことを通 して課題 に気づかせ る工夫(補 助線や 自己評価の書 き込み)

O課 題解決 の具体 的な方法が わかるための手 だて

・個々の課題 に応 じた練習方法 の工 夫

多様 な練 習用紙 の作成 課題別 グループ学習 手を添 えての筆使い指導

個別指導 の機 会を増やす工夫(TT活 用)

・基準 の理解 を深 め る工夫

筆使 いの音 声化(例:「 トン ・スー ・トン1)

o達 成感 ・成就感 を味わわせ る工夫

・i時 間の学習の 中での評価の工夫(練 習用紙,言 葉か け,自 己評価,相 互評価など)

・課題解決の ための学 習過程 を重視

o日 常 に活用す るための工夫

・硬筆毛筆の関連 ・発展学習の工夫

主題に迫るための指導の工夫

。自分の課題を明確にする工夫

・補強材の選定

一3一



皿 研 究 の 内 容

1小 学校分科会

(1)自 ら考 え るための指導の工夫

児童の学習意欲 を喚起す るため

に一人一人 に課題意識を もたせ る

ことが重要であ ると考え た。具体

的な手だて として

① 書 き込み作業(右 写真)を 通

して一 人一人 の課題を もたせ た。

② 基準を理解 しやす くす るため

に,分 解文字(下 写真)を 使 い

なが ら,考 え る場 を設定 した。

(2)基 礎 ・基本 を身 に付 け活用 で きる

ための指導の工夫

① 何 を指導 した らよ いかを 明 らか

にす るため に,基 礎的 ・基本 的事

項 を洗 い出 し 「国語科書 写基礎 的

・基 本的 事項 」系統 表 を作 成 した。

(5P6P参 照)

② 基本 的 な筆 使 い 〈始 筆 ・送筆 ・

終筆 〉を 知 らせ る とと もに,漢 字

の筆順の基本原則を理解 させた。

③

用 させた。

④

児 童は,筆 洗いやその他,

態度 を しっか り身に付 けた り,

掛
終

筆

の

基

本

ω

送

筆

の

基

本

佃
蜘

雛

の

基

本

試 し書 きか らまとめ書きに至るまでの学習過程の中で,多 様な練習用紙を作成 し使

視 聴覚機器の利用 や,、手を添えての筆使いの指導を行 った。

用具の取 り扱い,文 字を書 く姿勢 など,学 習 に取 り組む

文字を書 く上での基礎 ・基本が理解できると,文 字を

襲擁鱗 難津ll慰響
潔 繋 轍 学習過程の蹴 大切域 事澱
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国語科書写 基礎的 ・基本的事項

1

0硬 筆に 関 して妻
●毛 筆 に関 して ・硬 毛 共 通

低 中 高
E

1年 2年 3年 4年 51年

ヒ

6年

正 し い 字 形 ・ 筆 順
'

基

寧
基
本
0

知 理
識 解

u

○点 画 の長短,方 向
○文字の組み立て方

・字形汰 きさ!配 列 __
1

○ 字 形,大 き さ,配 列
一(理解 ・実 践)

○ 点 画 の接 し方,交 わ り方方 向
○ 文 字 の 大 き さ,配 列

(読 み や す く書 く)一 一… …一一一一(よ しあ しの1断)
● 用 具の 扱 い

く準 備,片 付 け 〉

● 筆使 い

一

一
　〈始 筆,送 筆,終 筆 〉

〈点 画 の 長 短,方 向 〉

一 一(正 しい筆 使 いの定 着)

● 点画 の接 し方,交 わ り方
方 向

● 文字 の 中心,画 間

●文 字 の組 み立 て方,字 形
●文 字 の大 きさ,字 配 り 一

姿

勢

一(正 し い

● 正 しい筆の 持 ち方

姿 勢 の

一 一(筆 ・ 鉛 筆

実 践)

の 持 ち 方 の 意

いす に浅 く腰 か け る
背 筋 を伸 ばす
両足 をっ け る

一

識 化)一 一一○正 しい鉛 筆の 持 ち方
・机 ,イ スの調 節
・用 具 の置 き方 一

態

度

意 一心
構

識 え
0

・興 味,関 心を もっ
○用 具 を整 え る

く鉛 筆を 削 る 〉
〈硬 筆用 下敷 きの利用 〉

・丁寧 に ゆ っ くりと書 く

課題 を 持 って書 く

● 用 具を 整え る
〈筆,硯 の 手入 れ 〉

一
一
一

一

一○ 毛 筆学 習の 成果 を硬 筆
に生かす

吋

櫻撒
態＼_

 

態
響 熱麟 購 ・

一5一

糊 筆かけの作成

rUせ んたくバサミの利用

ii空 きビンの利用

竃コ 目玉クリップの利用

嵐
親指で

ま横から軸 を

支える.

接 。
書評 一

讐 擁

兇

拶

折

監

繰

路

糞

轡

醐季 プ 兇
ヤ 　　

・-
1、、 鍵

・議
藝

蓼
藷

饗
禰
羅

、
臨

野
鰺妻藩
蒙

旛

　.
呂

　騰

計
雛

蠣

黎
為
難

鉾

)

左

く

よ

ー7
ら

る

あ

が
入

轟

諸
,

」
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背筋 ピ ン!

お し り半 分 、足 ベ ヅタ ン コ

手 は三 角 、 筆 は立 て …

薮餓 聖

鰺 軍

人差 し指 より上。

辱騨 ・『藁

ギ
る

　
ロ

ロ

聾
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2中 学校分科会

国語科書写 の指導のね らいは 「文字 を正 しく整えて速 く書 くことので きる能力を身 に付

け させ る こと」 であ る。 授業で書 く文 字の量が著 しく増 え る中学校 においては,正 しく

整 った文字を速 く書 きたいとい う気持 ちはある。 しか し日常生活の中で は文字を書 くこと

が あま りに も当た り前の ことと して受 け入れ られて しまい,文 字に対す る意識が希薄 にな

りつつあ る。 だか らこそ,書 写の指導 においては関心を高め る必要があ る。生徒 は教科書

の文字の学習にはよ く取 り組む反面,そ れが 日常生活の 中になかなか生か されていか ない。

書写の時間で学 習で きる文字 は限 られている。それが基本 とな り他の文字に も広が り様 々

な表現活動の中で生か されて い くためには,受 け身の学習で はな く自分 自身が考え課題 を

見つ けそれを解 決 して い く学習過程が大切だ と考 える。 さ らに課題解決のためには,文 字

の特徴をっか みやす い毛筆で基礎を学 び,硬 筆で生 かせ るよう単元の計画を練 ることに し

た。 このよ うな観点か ら,「 自 ら考 え基礎 ・基本を身に付 け活用で きる書写指導の工夫」

とい う研究主題 に迫 って い くことに した。

(1)自 ら考 え るための指導の工夫

① 生徒 の第1時 作品分析 による特徴 の把握

試 し書 きした後,教 科書の文字 と自分の文字 を じっくりと見比べ,自 分の課題を見

っ け,ど うすれば その課題を解 決で きるか考 える過程を学習の中に意識 して盛 り込 む

ことに した。 「ど うすれば解決で きるか考え る」際 に,適 切な支援が必要であ り,生

徒が課題 としやす い箇所を確実に把握 し,そ れを生徒 にフィー ドバ ック した。 そ こで

生徒 自身の文字 と向 き合 い,「 どうすれば?」 と考え られ る材料を提示す ることがで

きた。

② 課題別 グル ープ学習

自己評価 し自 ら見つ けた課題 につ いて,次 の時間 に同 じ内容 を もっ生徒を グループ

に分 け,課 題別 グルー プ学習で授業 に臨んだ。 同 じ課題を もっ意識か ら,生 徒一人一

人の課題意識が よ り明確にな り,常 に考えなが ら書 く姿勢 が見 られた。 また,課 題 に

そ ったポイ ン トの指導が小集 団の 中で行え るため,個 に応 じた支援が しやす くな った。

毛筆 の場合,筆 使いの基本が身に付 いていないと明 らかな進歩 はなかなか望めない。

しか し課題 と して取 り上げた ところにっいては進歩が明 らか になった。 グループで 自

発的 に相互評価 と自己評価を行 い,達 成感 ・成就感っなが った。

② 基礎 ・基本 を身 に付 け活 用で きるた め

の指導の工夫

①TT(テ ィームテ ィーチ ング)

TTは 支 援す る側 の 目 ・手が倍 にな

るの で,書 写の 授業 で は大 きな力を発

揮 す る。初 め は中心 にな って授業 を展

開す るT1と それ を補助 し学 習が 遅れ

気 味の 生徒 に声 をか けて い くT2と い

う形で授 業 を試 み た。生 徒 に 「自 ら考
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え」 させ る取 り組み を進 めて い く中で,そ の単元

ごとの お互 いの役 割分担 を明確 に し,主 と従 とい

う関係か らどち らも主 とな る授業展 開 とな るよ う

努 めた。 その役割 分担 は単 元 によって異 な るが,

それ ぞれが指 導 目標 を常 に頭 に置 き基 本的 な事 柄

の定着 を はか るた めの支援 を重 視 した。 その結果,

生徒 の手を取 って基本 的 な筆使 いを確認 させ る こ

と,文 字 の もつ 形 に気 づかせ る ことなど,「 基礎

・基本 を身 に付 け る」 ための支援が 行え るTTに

よる指導 は有効 であ った。

② 教材 ・教具の活用

ア 練習用紙 は単元の 目標 に沿 った もの, かっ生徒の課題解決 に有効 に使 えることを

意 図 して数種類用 意 した。部分練習か ら全体へ進あ るよ う配慮 して作成 したが,練

習用紙 に頼 りす ぎ 「考 え」 なが ら基礎 ・基本 を学ぶ姿勢が薄れ る面があ った。そ こ

で 自分の課題にあった ものだけに限定 し,半紙による練習へ と進 ませるよう配慮 した。

イ 実物投影機 ・水書板 ・拡大文字 ・分解文字 ・TPシ ー トな どを使い,筆 の動 きや

文字のバ ラ ンスなど具体的 に示 した。

③ 評価の工夫

ア 自己評価 カー ドを年度 当初 か ら使 い,1時 間 ごと

の学習 の 目標を確認 し,生 徒 の課題意識 を明確 に し

た。 また,授 業 の終 わ りに学 習の 目標が どの程度達

成で きたかを 自己評 価す る ことによ って,次 時へ の

課 題意識 につな げてい くよ う工夫 した。初 めは硬筆

との関連か ら毛筆で学 習 した文字 を 自己評価 カー ド

の中で硬筆 で数回練 習す る欄 を設 けてみた。 これ は

時間が不足 し雑 に書 いて しま う傾 向が でて きた。 そ

こで教材 によ って は右 図の よ うな 自己評 価 カー ドを

作成 し直 し,点 画の省略 な ど難 しい内容 の もの は硬

筆で書 くことを導入 として取 り扱い,

評価 については,作 品主義 に陥 らないよ う注意 して,

句

紡

爾

磧

書

く
轄

轍

齢

綴

ぢ

ゐ

え

の

つ

働

甜

継

覇
』

ー

し

「

'

痴
團
◇
國

で抽
囲
凸
囲

掴
圏
8
圏

園
δ
圃

國
繭

触

國
薗

%

毛筆へ と進む とい う工夫を試みた。

イ 自己の課題が解決で きたか

を中心 において評価 した。試 し書 きや教科書の文字 に比べて,ま とめ書 きで進歩 し

た と ころに赤丸 をつ けた り,余 白に良 く

な った点を 自分 の言葉で書 き込 ませた り

した。 また,試 し書 きとま とめ書 き2枚

を並べ て掲 示す ることによ って,生 徒 一

人 一人 の課 題 と した部分 の進 歩を 自覚 で

き,成 就感が あ り,意 欲的 に学習 に取 り

組 むよ うにな った。
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IV実 践 事 例

<小 学校 第2学 年>

1単 元名 字の形 ・かたかなのひ ょう

2教 材 「南 ・月 ・四 ・今」

3単 元の設 定の理 由

字の形にっいて は,一 学年で既 に学習 してい る。本単元では,◇(ひ し形)の 外形文字

を新た に加えた指導で ある。一学年時の漢字よ り画数が多 く,形 の とりに くいやや複雑な

文字 にっいて,外 形 を意識 させ なが ら書かせ ることを 目的 と している。

また,「 土(っ ち)→ 地(っ ちへん)」 「雨(あ め)→ 雪(あ あかんむ り)」 などの よう

に,一 文字がへんやかんむ りなどの文字の部分 にな ることによる字形の変化につ いて も,

譲 り合 いの原則か ら理解 させ る。 これは,三 学年の学習内容である 「文字の組 み立て方」

に発展 して い く内容 である。

平仮名の字形については一学年 でひ ととお り学習 して いる。片仮名 につ いて も一学年 よ

り少 しずつ学習を積んで来てお り,本 単 元で まとめ として片仮名五十音 を書 く。

片仮名の字形や筆順を中心 に学習 させなが らも,止 め ・はね ・払 い ・折れ ・曲が り,画

の長 さや方向 にっ いて矯正 させたい。以上 の点 を考慮 して,本 単元を設定 した。

(1)自 ら考 えるたあの指導の工夫

① 学習 のめあてや基準が明確 になるように,教 材文字 とTPシ ー トを提示 して,課 題

が 具体的 に捉え られ るよ うにす る。

② 教材文字 と自分の文字 を比較 しなが ら,書 き込み活動 を取 り入れ る。

(2)基 礎 ・基本 を身 に付 け活用で きる指導の工夫

① 自分 の文字への書 き込 みを通 して,基 準を意識 しなが ら取 り組め るよ うにす る。

② 練 習用紙 を使 い,他 の文字 につ いて も基準を意識 しなが ら書 いた り,言 葉集 めを し

た り して,活 用 を図 るよ うにす る。

4児 童の実態

この時期の児童 は,新 しい文字 に対 して はとて も興味や関心が高 く,毎 日の練 習時間を

楽 しみ に してい る。 しか し,日 常 の文字 に対 して は,て いね いな子 もいるが ほとん どの子

は意識せずに書いている。

意識調査の結果,80%の 子が字 を書 くことが好 きで,て いね いに書 いていると答えてい

る。姿勢 につ いて は60%と 低 く,筆 順にっ いて は80%位 とな ってい る。実態 は,丁 寧 さに

ついては意識 してい る子が80%で も,実 際に丁寧 なのは60%と 下が り,そ の中で も整 って

い るのは35%と さ らに少 な くな る。

この意識 と実態の違いに気づ き,ど こを どのよ うに改善 して いけばよいのか考え,整 っ

た字の書 き方を身 に付けてい く必要があ る。学習意欲の高い この時期の児童一人一人が,

意識 して学習 に取 り組め るよ うに,効 果的な指導 を工夫 してい きたいと考えた。

5単 元 の目標

・外形などに注意 して,漢 字を書 くことがで きる。

●字形や筆順 に注意 して,片 仮名五十音を書 くことがで きる。
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6指 導計画(3時 間扱 い)

第1時 字のだいたいの形 に気 をつ けて書 く。(本 時)

第2時 字の形の変 わ り方を知 る。

第3時 字の形の筆順 に気をつけて,丁 寧 に片仮名 を書 く。

7本 時の指 導(3時 間扱 いの1時 間目)

(1)目 標 字 のだいた いの形に気をつ けてか くことがで きる。

(2)展 開

学 習 活 動

1学 習のね らいを知 る。

2四 文字を試 し書きす る

(南 ・月 ・四 ・今)

3そ れぞれの漢字の形を

考える。

教 師 の 支 援 ・ 留 意 点

・1学 年で学習 した字の形を想起させる。

QQacOOO>

・本時は◇を加え,字 の形に注意 して書 くこ

とを知 らせ る。

●目あてを一斉に読ませる。

・空書 きにより文字と筆順の確認をさせ る。

・どの形 に当てはまるかを考えさせる。

・他の習った漢字 について も考えて分けさせ

る

主題 との関連

謹鱒 灘,
峯＼ 曝 難鍵 喜・
琴 ・管 馨:,難 撃 諺ξ

∵鰺 璽讐
蝋 ミー

(既習文字を四種類に分ける)

基礎 ・基本

自ら考え る

欝 鰯轡瓢 蝦

唱竈澄誰

蓼畷 縫 騨
(教材文字を四種類に分ける)

試 し書きの文字の形の確認

課題 ・注意点を知る。

4既 習文字の練習

5感 想 ・今後の課題

次時の予告

・試 し書きを赤鉛筆で直させる。

・直した所を発表す る場を設定す る。

●言葉集め もするよう支持す る。

・練習用紙や字の形についての感想を発表さ

せ る。

考える ・気づ く

基礎 ・基本

活用

考える
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(3)評 価

・字のだいたいの形 に気づ くことがで きたか。

・字のだいたいの形 に注意 しなが ら書 くことがで きたか。

8考 察

(1)自 ら考え るために

教材 文字 との比 較 によ る,自 分の字 の課題の発見 が大

切で あ る。児童 は,今 まで 習 った字の形 を想起 し,い ろ

いろな形に字 を当て はあて みて,字 には形が ある事 を理

解 した。 更 に,自 分の字 にっ いて も自ら考え,気 づ くこ

とが で きた。 この 点で,赤 鉛筆 での書 き込みやTPシ ー

トの重ね合わせは効果的 と考え る。

(2>基 礎 ・基 本 を 身 に付 け活用 で き るため に は,基 準 を

知 った他 の字 に活用 す る力 を育 てて い くことが重要 であ

る。

外形を意識す る と,

(書き込みをする児童)

その後の片仮名 の学習で も外形を意識 す るよ うにな り,整 った字

を書 こうと努 力す る姿が見えて来た。 また,基 礎 ・基本を身 に付 けるには,練 習用紙の

活用が効果的 であ った。

今後 も,こ の画面の指導の工夫 を充実 させて行 きたい。

既

習

文

字

の
練

習
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<小 学校 第3学 年>

1単 元名 点画の方向

2教 材 「火 ロ」

3単 元設定の理由

児童 は,毛 筆において 「おれ」,「 は らい」,「 点」の書 き方にっいて,既 に学んで きて

いる。 それ らを基 に して,こ こでは,「 火 口」 とい う文字 を練習す ることによ って,さ ら

に筆使 いに慣れ させ る とと もに,点 画 の方 向に着 目させ,字 形の整え方 を学ばせて い く。

児童 の書 いた文字 の課題の一っに,点 画 の長 さや方向が正 しくないために生 じる 「字形

の崩 れ」があ る。 「点画の方向」の指 導では,文 字 によ って払 いの方向が異な ることや,

同 じ文字で も払いの方 向一つで形が大 き く変 わ って しまうので,丁 寧 に指導 してい く必要

があ る。

そ こで,分 解文字 などの操作活動を取 り入 れなが ら,「 点画の長 さ」や 「点画の方向」

に着 目 し,字 形を整えて書 くための基本的な見方を育てたいと考え,本 単元を設定 した。

(1)自 ら考え るための指導 の工夫

① 学習過程を工夫して一人r人 が自分の課題に向かって 」・な練習ができるようにする。

② 操作 しやすい分解文字や作業板を使い課題を発見 しやす くす る。

③ 課 題を克服 させ るため,い ろい ろな練 習用紙を

用意す る。

④ 学習前 と学習後の作品を並列掲示 し,学 習の成

果を実感 し次への意欲が もてるようにする。

(2)基 礎基本を身に付け活用できる指導の工夫

① 作業板付分解文字の操作活動で課題を発見 しや

す くする。

② 課題を克服させるため,い ろいろな練習用紙を用意する。

4児 童の実態

習字を習 っている児童 は数名い るが,半 数以上の児童 は3年 生で初めて筆 を持 ってい る。

用具 の始末な どに時間がかか るな ど,気 になるところ はある ものの,毛 筆その ものに対 し

ては,好 きな児童 が多 い。 しか し筆使 いな ど,ま だ十 分 自分の ものにな っていないため

「こうした い」 と思 った ことが,な かなか実現で きないでいるのが現状であ る。

また,こ こで扱 う払 いの方向や長 さにっいては,日 常の文字の中で は,あ まり意識 して

書か れていない ことが多 い。

o●00

《文 字 例 》

点の方向や位置が正 しくない例 ①

右払いの位置が高す ぎる例 ②

左払いが広がりすぎている例 ③

メ(丈 刈 〉《

ロ ロロ ロ
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5単 元の 目標

・ 「点」,「 は らい」,「 おれ」の方 向の違 いを理解 し,字 形を整えて書 くことがで きる。

・毛筆で学んだ ことを硬筆に生かそ うとす る。

6指 導計画(5時 間扱 い)

第1時 四っ の左 払い,二 つ の右 払 いの方 向について理解 し,払 いの方 向に注意 して

「火」を練 習す る。(本 時)

第2時 折れの方向を理解 し,折 れの部分に注意 して 「口」 を練習す る。

第3時 点 画の方向 に気を付 けて 「火 口」の まとめ書 きをす る。

第4時 平仮名,片 仮名の筆使 いや,字 形の違 いに注意 して語句を練 習す る。

第5時 左払 いの方向,折 れの方向 に注意 して,漢 字や語句 を練習す る。

7本 時の指導(5時 間扱いの1時 間 目)

(1)目 標

・点や払 いの方向 に注意 して 「火」を書 くことがで きる。

・自分 な りのめあてを持 って取 り組む。

② 展 開

過 程 学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・留 意 点 主題 との関連

1.「 火 口」 とい う文字を書 く

つ ことを知る

2試 し書きをする。 ●教科書を見ないで書かせる。

か 3.自 分の書いた文字と教科書 ●各自が自分の文字と教科書の 自ら考える

の教材文字との違いを比べ 教材文字の違いを見っけられ

む る 。 るよう助言する。

4.本 時の学習のめあてをっか ●本時では 「火」だけを練習す

む 。 ることを知 らせる。

点やはらいの方向に気をっけて 「火」を書こう。

ふ 5. 「火」の分解文字を操作 し ●試行錯誤を繰り返 しなが ら, 基礎 ・基本

て,点 やはらいがどうなっ 課題に気付かせ る。

か ているのか調べる。 ●よ く考え られるよう,十 分に 自ら考える

時間を与える。

め 6.気 づいたことを発表 しあい ・本時の内容にかかわることに 基礎 ・基本

教材文字への理解を深め ポイ ン トを しぼる。

る 自分の課題を見つける。

・確認事項
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ふ

か

あ

る

ま

と

め

る

(分解文字を操作する児童)

7.自 分の課題にそった練習用

紙を選んで 「火」を練習す

る。

&課 題を意識 しなが ら 「火」

の文字を書 く。

9.試 し書きと比べなが ら,学

習の成果を確かめ合う。

io.次 時 は 「口」 について学習

す ることを知 る。

1L後 片づけをする。

●確認事項

◆点は,対 応するように内

側に短 く。

◆左払いは,一 ・二画目を

通 り過ぎてか ら曲がり,

一両目より外へ広げて払

う。

◆四画目の右払いは,止 め

てか ら払 う。

・いろいろな課題 に合わせた練

習用紙を用意 して,自 分に合

った用紙を自分で選ばせる。

●個別指導をする。

・文字の基準を確かめなが ら,

丁寧に書 くよう促す。

・観点にそって,お 互いの学習

の成果を話 し合わせる。

●自分や友達のよさを見つけて

認め合い,自 信を もたせるよ

うにする。

● 「口」についても同様に練習

してい くことを知 らせ,学 習

の見通 しを持たせる。

●用具などの後始末を丁寧にさ

せる。

自ら考える

自ら考える

基礎 ・基本

(3)評 価

●点 の方 向,は らいの方向につ いての 自分の課題 が達成 で きたか。

・自分 の課題を もって取 り組 む ことがで きたか。

8考 察

(1)自 ら考 えるための指導では,「 児童が 自分の進 歩を確認 できること」 「教師の指示が

児童 の活動 をよ りし易 くす るために具体的であ ること」が,意 欲を持続 させた り考えさ

せた りしてい く上で大切な ことである。

(2>基 礎 ・基本を身に付 け活用で きるための指導では,児 童 のわか ること ・実際にで きる

ことの間にあるギ ャ ップを埋 めてい くための教師の的確 な指示が必要 である。そのため

に教 師は教材研究をよ り深 め,支 持の キーワー ドを きちん と押 さえ ることが重要である。
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<小 学校第6学 年>

1単 元名 文字の大 きさと字配 り

2教 材 ・毛筆教材 「星ふ る夜」 ・硬筆教材 「俳句」,「 や まな し」

3単 元設定の理由

第6学 年の書写学習において は,「 文字の形,大 きさ,配 列な どを理解 して書 くこと」

を中心 に指導す ることとして いる。

児童が 日常生活 の中で文字や文章を書 くとき,一 っ一つの文字 の形 に気をつけて書 くこ

とはできて も,文 字の大 きさや配列を整えて書 くことまで は,な か なか意識が及 ばない。

その ため,よ り読 みやす く整 った書 き方 にな っていない ことが多 い。配列 よ く文字を書 く

ため にば,文 字の 中心や行 間 ・文字間を揃 えて書 くことに加えて,他 の文字 とのバ ランス

を考えなが ら文字の大 きさに気をつけて書 くことも必要であ る。

そ こで,毛 筆の学習r星 ふ る夜』では,仮 名 は少 し小 さめに書 くと同時 に,線 を少 し太

めに して他の文字 とのバ ラ ンスを とることにつ いて児童の理解を促 した。 そ して,毛 筆学

習で学んで ことを短冊や原稿用紙での書写 など,硬 筆学習を通 して確かめ,漢 字 と仮名の

大小,漢 字 と漢字 の大小 など,字 配 りにつ いての基礎的 ・基本的内容を定着,一 般化 させ

たい と考え,本 単元 を設定 した。

(1)自 ら考えるための指導の工夫

① 学習のめあてや基準が明確 にな るように作 品やノー ト例を提示 して,児 童が 自分で

課題を具体的 にと らえ ることがで きるよ うにす る。

② 自分の課題を解 決す るために,試 し書 きと教科書の文字 を比較 しなが ら学習の基準

や 自分の課題を書 き込 む活動を取 り入 れる。

② 基礎 ・基本を身に付 け活用で きる指導の工夫

① 教科書の文字へ の書 き込みや教材の拡大提示,示 範などを通 して,学 習の基準をい

つ も確かめなが ら取 り組め るよ うにす る。

② 児童の課題 に応 じた練習用紙 を工夫 し,自 分の課題 にそって練習 に取 り組 めるよう

にす る。

③ 自己評価や相互評価を通 して,学 習の成 果を認 め合 うことで満足感を味わわせ,書

写活動への意欲や 日常生活への活用を図 るよ うにす る。

4児 童の実態

事 前 に行 った児童 の意識調 査か ら 「きれ いな文字 を書 きた い。」 「読みや す く書 きた

い。」 とい う願 いを もってい ることが わか った。 しか し,6年 生 ともなるとポ スターや新

聞,お 知 らせな ど,日 常の活動の中で書 く機会が多 くな っているにもかかわ らず,「 丁寧

に書いて もうま く書 けない。」 とい う気持 ちか ら,書 くことへの意欲 や興味 も薄れが ちで

ある。

そ こで,毛 筆の学習で焦点 を絞 り学習 した ことを,硬 筆 で書 く場合 の 自分の課題 として

明確 にとらえさせたい。 さ らに,そ の課題解 決の方法 や過程を学ぶ ことで,日 常 生活 にお

ける書写活動 に も生か したい と考えた。

5単 元 の目標

・日常生活の中で文字 を書 くことに関心 を もち,読 みやす く整 った文字を書 こうとす る態

一15一



度 を育て る。

・文字の大 きさに気 をつ けて,配 列 よ く書 くことがで きる。

6指 導計画(5時 間扱 い)

第1時 漢字 とかなの大 きさの違い に着 目してr星 ふ る夜 』を毛筆で書 き,学 習の基準

に従 って 自己評価 し自分の課題を もっ。

第2時 前時で得た 自分 の課題 にそ ってr星 ふ る夜』を毛筆で書 き,練 習を通 して よ く

な った点を明確にす る。

第3時 毛筆で学習 した ことを生か して硬筆で俳句を書 き,文 字 の大 きさや配列 に関す

る基本的 な内容を理解す る。(本 時)

第4時 文字の大 きさや中心 に気をつ けて,硬 筆で原稿用紙 に配列 を整えて書 く。

第5時 学習の まとめ と して,卒 業文集の作文 を原稿用紙に まとめ書 きす る。

了 本時の指導(5時 間扱 いの3時 間 目)

(1)目 標

・文字の大 きさや中心 に気をつけて,硬 筆で配列 よ く書 くことがで きる。

(2)展 開

過 程 学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・留 意 点 主 題 と の 関 連

L学 習のめあてを知 ●卒業文集の作品例を提示して 課題に気

つ る 。 っかせる

か 文字の大きさや中心に気をつけて書こう

む 2. 教材文を聴写 し, ・書 き誤 りやすい漢字は, 板書 してお く。

試 し書 きをする。
3.学 習の基準を知る ●試し書きと教科書の文字を比較させ学習 基礎 ・基本

の基準について話 し合わせる。 自ら考える

① 仮名や画数の少ない漢字は 少し小さめに書く。
② 文字の中心をそろえて書 く。

③ 上下のあきや文字の間隔に気をつけて書く。

確
4.自 分の課題を明確 ・ 「ああてカー ド」に微分のめあてを記入 基礎 ・基本

か に し,練 習す る。 させ る。
●自分の課題にあった練習用紙を作 るよう 自ら考える

め にす る。 一 一
鯨

る 赤 1展
と ダ

( ん 菱

練

習

ぼ

拠
演

3
3

艮

用 に

鍾
雲

妻

婁
費 工

銭
か ↑ 文

り 套
け L'

t
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5.ま とめ書 きをす る ●教師の示書により学習の基準を再確認 し

ま 自分のめあてにそって丁寧にか くように

と 指示する。

め 6.基 準に照 らして相 ・試 し書 きと比べなが ら,よ くなった点を

る 互評価する。 評価 し合 うようにする。

7.次 時の予告をする ●原稿用紙に書 くことを知 らせ,次 時への

ああてを もっよう助言する。

(3)評 価

・自分 の課題 に気づ き,課 題 に取 り組みなが ら配列よ く文を書 くことがで きたか。

8考 察

(1)自 ら考え るため に

学 習 の基準 につ いて考 え させ るた め,

「文字 スケール」を用 いて試 し書 きと教科

書の文字 とを比較 させ,自 己評価で きるよ

うに した。 それ によって,児 童一人一人が

自分の文字 にっ いて課題 となる点 に気づ く

ことが で き,個 々の課題 に応 じためあてを

もっ ことがで きた。

また,練 習の段階で 自分の課題を解決す

るために,各 自で工夫 しなが ら補助線など

が書 き込め る練 習用紙を用意 した。児童 は

自分の めあてに沿 って,中 心線を引いた り,

用紙の上下 に余 白を作 った りして個々に工

夫 して いたが,課 題を解決す るために必要

な補助線が引けなか った り,練 習用紙 の作

成 に時間がかか って しまった りす る児童 も

見 られた。そ こで,あ らか じあ数種類の練

習用紙を用意 して,個 人差に応 じて選択で

きるよ うに支援す る ことが必要 である。

(2)基 礎 ・基本を身 に付 け活用 で きるために

学習の基準の話 し合いでは,

《文字 ス ケール》

を利用 した評価

試
孝

ま

桑

」冥

等・イ
考

.

上

・全
林
的
妻

讐
いご

小
蕊

レ蓄

・

《試 し書 き カ ー ド》

塗
9
9

「文字の大 きさや字配 り」に関す ることに加 えて,「 文

字の中心を そろえて書 く」 ことに気づ くことがで きた。 しか し,自 分の練 習用紙を工夫

させ ると,児 童の関心が文字の大 きさや字配 りに集中 したために,中 心線 を引かずに練

習に取 り組む児童が見 られた。

日常の書写活動 において,読 みやす く整 った文字が書 け るよ うにな るためには,書 写

学習の中で,文 字や行の中心 についての意識 を定着 させ ることが大切である。 そのたあ

には,今 回用いた 「文字 スケ ール」や練 習用紙,ま た,教 師の示書な ど,基 礎 ・基本 を

身に付 ける学習段階では,児 童が常 に文字や行の中心 を意識 して取 り組 めるよ うに,中

心線 を引いた ものを用意す ることが望 ま しい。
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<中 学校 第1学 年 その1>

1単 元名 楷書

2教 材 「新緑」

3単 元設定の理由

中学校学習指導要領(第1学 年)の 指導事項 に 「漢字の楷書 とそれ に調和 した仮名 に注

意 して書 き,漢 字の行書の基礎的 な書 き方 を理解 して書 くこと。」 と示 されて いる。 これ

を踏 まえ,1学 期 に小学 校での学 習を発展 させ,楷 書の特徴 を再確 認す ると共 に正 しく

整 った文字を書 く習慣 を身 に付 けることを目指 した。

2学 期 にな ると中学校の書写学習の重要 な目的であ る行書を学ぶ ことになる。それ以前

に,も う一度基本 に戻 り,正 しい姿勢 ・基本点画の筆使 い ・送筆に注意す る態度が必要で

あ る。学 習のね らいを各 自が理解 し,よ り整 った読 みやす い文字が書 けるように,自 ら考

えて書写す ることで,意 欲 を高あたい。 日常の書写活動が急に増加す る中学 生であるが,

書 くことを苦 にせず 日常生活 で活用で きるよ うに と本単元を設定 した。

4単 元の 目標

(1)楷 書の筆使いや字形 の整え方を理解 し,確 実 な筆使 いで伸 び伸 びと書 くことがで きる。

(2)文 字の左右の大 きさや組み立て方 などに注意 して書 くことがで きる。

(3)書 写す るときに許 されて いる点 画の形 を理解 して書 くことがで きる。

(4)毛 筆の学 習を生か して,字 形 と筆順 に注意 して硬筆で書 くことがで きる。

5生 徒の実態

小学校 までの書写学習 に既に個人差が あることは避 け られない。 しか し,中 学校での学

習に対 して前向 きな姿勢 が強 く感 じられ る。また,よ り整 った読みやす い文字を書 きたい

と願 い,そ の為 に何が大切 なのかを 自分 なりに考え ている。そ う した意欲を持続 させて学

習で きる工夫を大切に してい きたい。

6指 導計画(6時 間扱 い)

第1時 書写の時の姿勢 を確認 し,基 本点画の筆使 いを練 習 して理解す る。

第2時 基本点 画の筆使 い,始 筆 ・送筆 ・終筆の筆使 いに注意 して 「四季」 を練習す る。

第3時 前時の学習か ら概形や上下 の大 きさに気づ き,そ れ らに注意 して 「四季」を ま

とめ書 きす る。

第4時 文字 の左右の大 きさや点画 の方向 に注意 して 「新緑」を練 習 し,基 準に従 って

自己評価す る。

第5時 前 時の学習か ら自分の課題 をっかみ,さ らに偏 とっ くり ・難 しい筆使 いに注意

して 「新緑」を まとめ書 きす る。(本 時)

第6時 字形の整え方 を理解 して,硬 筆で楷書 のま とあをす る。

7本 時の指導(6時 間扱 いの5時 間 目)

(1)目 標

●前時の作品 と教科書の文字を比 較 して,自 分の課題をっ かみ,難 しい筆使 いに も注意

して書 け る。

・全体 のバ ラ ンス も考えて まとめ書 きし,自 分の文字を評価す ることがで きる。
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(2)指 導計画

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 主 題 と の 関 連

●前時までの注意を確認す ●基本的筆使いや文字の大きさ,全

導 る 。 体のバランスを確認させる。

●前時の作品と教科書の文 ・添削 したものか ら自分の課題を見 ●自ら考える

入 字を比較して自分の課題 っ けさせ る。

を知 る。

・試 し書 きをする。 ・注意すべき例を提示して自分の課

●試し書きと教科書の文字 題を明確にさせる。

を比較す る。

展 ・ 「新」 を練習す る。 ・偏の右側をそろえ,横 画はやや右 ●基礎 ・基本を身

上がりに書き,そ の長さに注意さ に付ける

せ る。

・ 「緑」 を練習す る。 ●偏を狭 く,っ くりを広 くす ること

に気づかせ る。

開 ●点 止めに注意させる。

・示範を見 る。 ・水書板に注 目させ,穂 先に注意さ

せ る。

・まとめ書きをする。 ・名前の書き方を確認させる。 ●基礎 ・基本

ま ・自己評価する。 ●注意事項や自分の課題が解決でき ○自ら考える

と たか自己評価させる。

め ・次時の課題を聞く。

(3)本 時の評価

●自ら考え 自分の課題に気づ き,意 欲的 に取 り組 めたか。

●楷書の基本点画 や文字の大 きさに注意 してま とめ書 きす ることがで きたか。

●自分の文字を適切 に評価す る ことがで きたか。

8考 察

行書を学ぶ 前に しっか りと楷書の基本を身に付 けることが大切 と考え,こ の教材 に取 り

組んだ。 自ら課題 に気づ くための手だて と して 「教科書の文 字をよ く見 る」 「注意すべ き

例か ら課題 を探す」活動 を取 り入れた ことが生徒の意欲を喚起 した。 また,達 成感や成就

感に もっ なが った。

さらに,自 分で見つけた課題が どの程度理解で きたかを評価す ることで,着 実 に基礎 ・

基本 を身 に付 けることがで きた。 自分 で見っ けた課題 だか らこそ,向 上心 も高 まる。今後

も生徒が 自分で考える場面を工夫 し,常 に 日常の生活 に生かせ るよ う個 々に応 じた支援が

必要で ある。
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<中 学校 第1学 年 その2>

1単 元名 行書

2教 材 「汽笛」

3単 元設定の理 由

中学校学習指導要領(第1学 年)の 指導事項 に,「 漢字の楷書 とそれ に調和 した仮名 に

注意 して書 き,漢 字 の行 書の基礎的 な書 き方を理解 して書 くこと。」 と示 されている。 し

か し,読 みやす く整 った字を速 く書 きたい という生徒 の希望 は強いに もかかわ らず,日 常

生活 において行書 を用 いてい る生徒 は少 ない。そ こで,「 読みやす く整 った字を速 く書 け

る」行書の特徴 を知 り,基 礎的な書 き方 を学 び,日 常の書写活動に生かせ るよう本単元 を

設定 した。

生徒 は行書につ いて学習す るのが初 めてで あるが,毛 筆の筆使い とい う点 になると力の

差が甚だ しくな りつつ ある。 自分の力に応 じた課題 を 自ら見っけだ し,そ の解決を図 るこ

とで成就感を味 わい,書 写学習への意欲,日 常生活での活用へ とっなげて い きたい。TT

による指導 は,個 々に応 じた課題を解決す る支援が しやす く,基 礎 ・基本を身 に付け るた

めに必要な筆使 いの技能等 につ いて も直接指導で きる。 そ こで,研 究主題 に迫 る手だての

一つ と して活用す ることを考えた。

4単 元の 目標

・行書の特徴や基礎的 な書 き方を理解 し,自 ら考え文字を正 しく整えて速 く書 くことがで

きる。

・硬筆 と毛筆を関連 させて学習 し,行 書 を 日常の書写活動 に進んで生かす ことがで きる。

5生 徒の実態

1学 期の書写の授業で は楷書及 び楷書 とひ らがなの調 和体 を取 り上げた。小学校で学習

して きた基礎 ・基本 の確認か らひ らがなの持っ 曲線のやわ らか さを学習 し,2学 期 に学習

す る行書への準備 を進 めて きた。生徒達はその時学習す る教科書の文字にっ いては整 った

字を書 く努力を している。 しか しその学 習が 日常の書写活動 に生か されない傾 向が ある。

それ は与え られた課題の解決のみ に終始 す る受 け身の学習に問題があ るのではないか と考

えた。 そ こで 自ら課題 を見つ け解決をはかれ るよ う,考 えなが ら学習を進 めてい く単元の

発展 を工夫 した。

6指 導計画(8時 間扱 い)

第1時 楷書 と行書 の違 いに気づ き,行 書の筆使 い(点 画の丸み,点 画の形や方向の変

化)を 理解 して,練 習す る。

第2時 前時の学 習を深め,教 科書の文字 「天体」を練習 ・まとめ書 き し,基 準 に従 っ

て 自己評価 して良 くな った点を明確にす る。

第3時 第1時 ・第2時 の学習を もとに して,行 書の筆使い(点 画の連続)・ 字形の整

え方 にっ いて理解 し,「 汽笛」を練習す る。で きあが った作品を 自己評 価 し,次 時で

の課題を明確にす る。

第4時 第3時 で見つ けた各 自の学習課題をポイ ン トにおいて 「汽笛」を練習 し,行 書

の基本の まとめをす る。(本 時)
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第5時 行書の筆使 い(点 画の省略の仕方 ・筆順の変化)を 理 解 し,「 紅葉」を練習 し,

基準に従 って 自己評価す る。

第6時 前 時の学習を深め るとともに,字 形の整え方に注意 して 「紅葉」を練習 ・まと

め書 き して自己評価をす る。

第7時 毛筆の学習を生か して行書の書 き方 と字形の整え方 を硬筆 で練習す る。 …学級

内の生徒氏名を題材に して。

第8時 毛筆の学習を生か して行書の書 き方 と字形の整え方を硬筆で練習す る。 …四字

熟語(国 語資料集)を 題材 に して。

7本 時の指導(8時 間扱 いの4時 間目)

(1)目 標

●前時 に見っけた 自分の課題解 決に努力 し,行 書 の筆使 い(点 画の丸 み ・形 や方向の変

化 ・連続 と字形の整え方を理解 して書 くことが で きる。

●自分の文字 に対 して適切に評価で きる。

② 展 開

導

入

学 習 活 動

・自分の課題を明確にする

とともに友人の課題を知

る。

指 導 上 の 留 意 点

●第3時 の生徒作品に書かれた 「次の時

間はどこに注意 して書 くか」をあらか

じめ類型化 して座席をまとめておく。

課

題

別

班

座

席

表

匝
0 a ⑥
さんずい 点画の 全体の

醗 バランス

8人 5人 7人

0

た嚇馳 り

7人

④

汽の字形

6人

sO

汽の字形

5人

●生徒が見っけた課題を説明 しなが ら,

前時で見 られた注意すべき点を明 らか

にし,第1時 か ら第3時 までの復習を

させる。(T1)

○教材文字 「汽笛」の基準を再確認させ

る。(T2)

主 題 と の 関 連

●自ら考える

●基礎 ・基本を身

に付ける
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展

開

●自分の課題にそって練習

す る。

《1

が

ン

嘉
綴

、
ず

.蜜 瞳

厩

麟

、

〃
メ濡軌鱒

ま

と

め

●まとめ書 きをする。

●自己評価をする。

(2,3名 成果を発表

す る。)

●次時の予告を聞 く。

・Tl・T2は あらか じめ担当グループ

を決あて,生 徒の練習を支援する。そ

の際同時進行で,

分解文字 ・手を添えた筆使いの練習

課題にあった練習用紙 ・水書板 ・拡

大文字 ・実物投影機等

を利用 して指導に当たる。

●自ら考える

●基礎 ・基本を身

に付ける

○ー
マ

…

多

「

一

一

と

」

r

一

ー
8
5

1

万

窪
し

r

」

T

卿

●学習の基準を再確認 し,丁 寧に書かせ

る。

・自分の課題にっいて教科書の文字 ・前

時の作品 ・本時の練習と比較 して,良

くなったところに○をっけさせる。 自

分の課題以外で もうま くいったところ

には○をつけさせる。

●自己評価カー ドにも記入し,成 果を確

認させる。

・次時へのっなが りを確認させる。

●自ら考える

●自分の課題

解決～意欲の向

上～ 日常生活へ

の活用

●第7・8時 硬筆

の学習まで意識

させ,活 用へと

発展させる。

(3)評 価

・自分の 見っ けた課題を解決す るために努力で きたか。

●行書 の筆使 い(点 画の丸み ・形 や方 向の変化 ・連続)と 字形の整え方を理解 して書け

たか 。

・自分 の文字 に対 して適切 に評価で きたか。
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8考 察

(1)課 題別 によ るグループ学習につ いて

教材文字 「汽笛」 について,第3時 の 自己評価 に基づいて次時の 自己の課題(ど こを

最 も注意 して書 きたいか。)を 提 出させ,教 師側であ らか じめ類型化 し6っ の グループ

に分 けておいた。(例 ① さんず い ② たけかんむ り ③点画の連続 ④⑤ 「汽笛 」の

っ くりの形 ⑥ 「汽笛」全体のバ ラ ンス)同 じ課題を持 った生徒 を集 める ことによ って
,

課題に応 じた直接的な指導が しやす くな り,細 か い穂先の動 きまで グループごとに示範

した り,直 接筆を持 って指導す ることが可能 にな った。 また,自 己評価の段階で も自発

的に相互評価を行 って いる様子が見 え,課 題意識がお互 いに明確 になった。 しか し,教

室が狭 く机間に余裕がな いため伸 び伸 びと書けなか った り,と もす ると集中力を欠 いた

ので,学 習過程の中 にグループ学習 を効果的に取 り入れてい く必要性 を感 じた。

(2)TT(テ ィームテ ィーチ ング)に つ いて

主 と従 とい う関係のTTで はな く,ど ち らも主 にな るTT授 業展 開を試 みた。本時で

は生徒が挙げ た課題の分析か ら,TI(① さんず い,② たけかんむ り ③点画の連続),

T2(④ ⑤ 「汽笛」のっ くりの形 ⑥ 「汽笛」全体のバ ラ ンス)の2点 を役割分担 した。

そ して全体 的な説明か ら班 ごと,個 人 への指導 もその分担 を基本 と して同時並行的 に

行 った。その結果,個 々に応 じた指導が よ り可能 とな った ことと,教 員側の指導 の意図

が明確であ った分,生 徒の 目的意識 も高 ま り意欲的に学習 に臨む姿が見 られた。

(3)教 材 ・教具につ いて

実物投影機 は,課 題を見つ けやす い文字をあ らか じめ書いてお き,そ れをモニ ターに

写 し出 して悪 い点を上げ させ修正を加え るのに役立 った。その場で書 き込めるとい う利

点があ る。

拡大文字 はあ らか じめ黒板 に貼 ってお き,中 心線や基準 にな る形 な ど書 き入れてお く

と,常 にそ こに戻 って確認す ることが で きる。

水書板 による示範 は,筆 順や筆 の大 きな動 きを見せ るのには役立っが,具 体的な筆使

いの指導 は直接手を添えて書 くとよ り効果的であ る。

分解文字 ・トラペ ンシー トを使 って文字の形の指導を行 った。分解文字 は折れの角度

の違いな どを気づかせ るのに有効 だった。

練習用紙 につ いて は,個 々の課題 に対応 で きるよ うに種類を多 くしたが,と もす ると

練習用紙 に頼 って しまい考えて書 くことが おろそか にな って しまう。使 う種類 を限定 し,

練習用紙 を経て半 紙への練習 に進 ませた。

(4)評 価 につ いて

自分の課題意識が 明確 にな り,グ ループが同 じ課題 を もっているので 自己評価 と相互

評価を 自発的に行 うとい う利点が見え,お 互 いの上達 を確認 しあえた。 しか し,自 分の

課題解決に努 めた結果,そ の部分 には成果が現れているが文字全体のバ ラ ンスと しては

上達が見えず にが っか りして しま う生徒 もいた。課題箇所 の上達を認め,意 欲を高めて

い くよ う作品の掲示の仕方や 自己評価の方法な ど工夫の必要性を感 じた。 また,書 写の

学習は時間に追われがちで,自 己評価カー ドの記入 まで時間内にで きな い。 評価の まと

めまでを十分 に行 うとい う課題が残 ってい る。
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V研 究のまとめと今後の課題

今年度 は 「自ら考え基礎 ・基本 を身 に付け活用で きる書写指導 の工夫」 とい うテーマで,

研究を進めて きた。研究を進 める視点を,① 自 ら考 えるための指導 の工夫② 基礎 基本 を身 に

付 け活用で きるための指導の工夫 とし,実 践 と討議 を重ねて きた。

今年度の成果 として,次 のよ うな ことが考え られ る。

(1)効 率 よ く考 えさせ るために,児 童 ・生徒が課題 を把握 しやすい文字を提示す ることによ

り,自 分の文字 と教科書の文字 との違 いに気づ くことがで きた。また課題を意識 して意欲

を もって取 り組む ことが で きた。

(2)視 聴覚機器(OHP,実 物投影機等)や 具体物(分 解文字,拡 大文字等)を 効果的 に活

用す ることによ り,文 字 の基準が 明確 にな った。

(3)課 題別の練習用紙を使用す る ことによ り,課 題解決のための主体的な取 り組みができた。

(4)教 科書に補助線や外形を書 き込 む等の思考活動 を取 り入れた ことによ り,学 習課題 にせ

まることができた。

⑤ 課題別 グループの学習形態 にす ることにより

●自発的な 自己評価や相互評価 が随時見 られ,自 らの課題 に挑戦 してい こうとす る意欲が

見 られた。

●課題達成のための指導 ・助言が スムーズ に行われ,効 果的な指導がで きた。

(6)課 題 に向か って取 り組 む過程 を大切 に評価す ることで,課 題克服 の喜 びを もち,意 欲的

な活動が見えた。

(7)テ ィームテ ィーチ ングによる指導 は個 々の課題 に対 して,き め細か な支援が でき効果を

発揮 した。

(8)基 礎 ・基本 の重要性を再確認 で きた。

今後の課題 として、次の ことが考 え られ る。

(1)正 しい字形,筆 順で文字 を書 きたいとい う児童 ・生徒 の願 いを実現す るため,日 常の書

写活動 に生 きる継続 した研究が必要 である。

(2)課 題解決のために,自 ら考 え練 習用紙 を工夫で きる具体的方策を追求 して い く必要性 が

ある。

(3)意 欲を高め る作品の掲示の仕 方や,自 己評価の方法 にっいて工夫改善 してい く。 また 自

己評価 カー ドの記入を いかに一単位 時間の 中で効率的に進 めるか検討 してい く必要があ る。

(4)授 業充実のため,多 人数 で活動が制限 され る場合は,多 目的 ホールなどの活用が望 ま し

い。

(5)テ ィームテ ィーチ ングによ る指導法 の研究を今後深あてい く必要があ る。
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